
第28回
全日本カッター
曇立

見冗 技大 会

日　時　昭和59年5月20日(日) AM9:00-PM4:00

(雨天決行)

場　所　神戸芦屋沖海上

主　催　全日本カッター連盟

後　援　神戸新聞社･神戸港振興協会

主　管　神戸商船大学



第　28　回　　全日本カッター競技大会

日　　　時　　昭和59年5月20日(日) AM9 :00-PM4 :00 (雨天決行)

会　　　場　　競技場　神戸芦屋沖海上

開会式･閉会式　芦屋市立潮見中学校グランド

(雨天の場合　同中学体育館)

主　　　催　　全　日　本カ　ッ　タ　ー　連盟

主　　　管　　神　戸　商　船　大　学

出　場　校　　海技大学校

海上保安大学校

鹿児島大学

神奈川歯科大学

水産大学校

電気通信大学

東　海　大　学

東京商船大学

東京水産大学

長　崎　大　学

日　本　大　学

防衛大学校

三　重　大　学

神戸商船大学　(以上14校)

会議日程　　　　　主将会議

日　時　5月19日(土)

13:30-15:00

場　所　神戸商船大学

大学会館3 F

出席者　参加各校主将

及び主務
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連盟会議

日　時　5月20日(冒)

16 :30-18:00

場　所　神戸商船大学

大学会館3 F

出席者　各校顧問教官

及び代表学生2名



第28　回　全日本カッター

競技大会を迎えて

神戸商船大学長　松　本　吉　春

六甲の緑が映え､海風が心持よく感ぜられる好季節となりました｡今度全日本カッ

ター競技大会がここ｢ちぬの海｣で開催されますことは誠によろこぼしい限りで皆さ

んを心から歓迎致します｡

団体競技においては選手個人の技偶がすぐれているとともにチームワークが必要で

あることは申すまでもありませんが､特にカッター競技においては重要であります｡

カッター訓練が海事教育に不可欠とされるのは不屈の精神と協調の精神を滴養するの

に最適であるからです｡選手諸君､日頃練磨された実力を遺憾なく発揮され海の若人

に相応しい好レースが展開されることを期待します｡

最後に本大会のため御協力､御支援をいただきました関係各位に深甚の謝意を表し

ます｡

昭和59年5月
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大 ∠ゝ
こZ三 役

会　　　長　　　神戸商船大学　　学　　長

副　会　長　　　神戸商船大学　　学生部長

役　　　員

審　判　長

大

海技大学校

海上保安大学校

鹿児島大学

神奈川歯科大学

水産大学校

電気通信大学

東　海　大　学

東京商船大学

東京水産大学

長　崎　大　学

日　本　大　学

防衛大学校

三　重･大　学

神戸商船大学

神戸商船大学

A
コ三 香

松　本

杉　浦

澄　川

福　井

松　野

中　村

橋　本

松　尾

石　島

奥　田

吉　田

宮　崎

柴　田

乎　栗

石　揮

平　山

田　中

小　林

鈴　木

奥　村

実行委員長　4年機関科　湯　本　　　　郎

副委員長　3年機関科　本　田　隆　浩

委　　　員　　　　　　　　　神戸商船大学端艇部員
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ク　　ル　ー

海技大学校

氏　　　名　　　　科･学年　　身長

主　将

副　将

主　務

艇指揮
艇　長

1

2

3

4

5

6

7

8

特修E l　　　172

〝　N1　　　172

本科N 2　　　163

〝　N2　　　163

特修E 1　　172

〝　Nl　　　163

〝　E1　　　173

〝　Nl　　　160

〝　Nl　　　　170

〝　N1　　　164

"　Nl　　　170

〝　Nl　　　　164

〝　Nl　　　165

"　El　　　163

〝　N1　　　172

〝　El　　　　175

〝　El　　　　180

〝　Nl　　　173

〝　Nl　　　168

〝　El　　　　168

W/oEl　　　177

〝

門　　　司

粟　　　島

門　　　司

浜田水産
波　　　方

粟　　　島

大分水産
波　　　方

粟　　　島

宮崎水産
門　　　司

清　　　水

宮　　　古

本　　　荘

門　　　司

隠岐水産

大　分

広　島

愛　媛

宮　崎

鹿児島
長　崎

青　森

秋　田

山

島

広島商船高専　広

祝
第28回　全日本カッター競技大会

開学祭　同窓学生諸君の健斗を祈る.〟

⊇匡
社団法人海　洋　会(同窓団体)

会　長　南波佐間　　豊

本　　部　　〒102東京都千代田区麹町4-5海事センタービル6F

電話　03-262-8632

神戸支部　　〒650神戸市中央区下山手通3-15-10

電話078-331-3128
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ク　　ル

海上保安大学校

氏　　　名

主　将　　若　林　邦　彦

副　将　　藤　井　伸　弘

主　務　　吉　永　龍　也

艇指揮　　若　林　邦　芳

艇　長　　藤　井　伸　弘

1　葛　西　正　記

2　　吉　永　龍　也

3　　柳　田　誠　治

4　　山　地　哲　也

5　　相　馬　　　淳

6　　山　田　多津人

7　　松　末　武　史

8　　君　島　幸　二

9　　野　間　清　隆

10　　篠　崎　雅　由

11　大久保　隆　洋

12　　尾　崎　博　治

科･学年　　身長

航　海4　　　180

〝　4　　　176

通　信3　　　172

航　海4　　　180

〝　　4　　　176

〝　　4　　　177

通　信3　　　172

航　海4　　　170

機　関4　　　177

2　　　182

航　海4　　　171

〝　　3　　　173

機　関3　　　177

航　海3　　　180

〝　　4　　　174

2　　　172

2　　　173

出　身　校

大分雄城台
宇治山田
高　　　知

大分雄城台
t A r

千

揺

高

八

広

上

良

延

金

広

松

千

大
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ク　　ル

鹿児島大学

氏　　　名

主　将　　松　浦　洋　人

副　将　　大　石　敬一郎

主　務　　松　本　辰　朗

艇指揮　　泉　田　昌　広

艇　長　　興　椙　竜　一

1　末　原　裕　幸

2　　堤　　　信　二

3　　大　石　敬一郎

4　　松　本　辰　朗

5　　-　色　康　弘

6　　町　頭　芳　朗

7　　山　崎　　　賢

8　　松　浦　洋　人

9　　江　藤　達　治

10　　高　野　幸　徳

11　溝ノ上　敏　朗

12　　小　薗　光　弘

補　　坂　東　宣　知

補　　伊　藤　秀　昭

補　　竹之内　洋一郎

補　　植　田　　　薫

科･学年　　身長

生　産3　　　165

水　産2　　178

で　2　　　175

化　学3　　　180

水　産3　　163

増　殖3　　161

水　産2　　165

〝　2　　　178

"　2　　　175

〝　3　　　165

〝　3　　　176

航　海3　　175

生　産3　　　165

水　産3　　173
〝　3　　　180

化　学3　　　165

増　殖3　　　170

水　産2　　170

〝　2　　　176

〝　2　　　181

〝　2　　　180

出　身　校　　出身県

熊本水産　　熊　本

佐世保北　　長　崎

隠岐水産　　島　根

仙台向山　　宮　城

倉敷天城　　岡　山

都　城　西　　宮　崎

大分上野ケ丘　大　分

佐世保北　　長　崎

隠岐水産　　島　根
′′              〟

鹿児島水産　　鹿児島

伊那弥生ケ丘　長　野

熊本水産　　熊　本

別府鶴見ケ丘　大　分

東　福　岡　　福　岡

甲　　　陵　　鹿児島

倉敷天城　　岡　山

高　　　鍋　　宮　崎

安房水産　　千　葉

大分上野ケ丘　大　分

別府鶴見ケ丘　大　分

大阪商船三井船舶㈱神戸支店 
薗650神戸市中央区海岸通5 

管(.078)391-8001(代) 

川崎汽船株式会社 
本社尋650神戸市中央区海岸通8神港ビル 

蜜(078)391-8151(大代) 

ジャパンライン㈱神戸支店 
面650神戸市中央区東町113-1大神ビル 

@(078)391-7551 
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ク　ル　ー　ズ　名　簿

神奈川歯科大学

氏　　　名　　　　科･学年　　身長

主　将

副　将

主　務

艇指揮
艇　長

1

2

3

4

5

6

7

祐　司　　　歯学部5　　172

秀　和　　　　〝　5　　　173

泰　生　　　　〝　4　　　173

祐　司　　　　"　5　　172

喜利人　　　　〝　3　　　172

淳　　　　"　4　　　178

隆　之　　　　〝　4　　　168

宏　和　　　　〝　2　　　175

秀一郎　　　　〝　5　　169

正　浩　　　　〝　2　　　172

和
E]
E∃

秦

良

秀

"　4　　　180

"　4　　　173

〝　4　　　173

"　6　　　180

"　5　　　173

〟　　2　　　176

"　2　　　168

"　1　　　171

"　6　　　165

〝　6　　　172

"　2　　　176

出身県
広　島

静　岡

〝

広　島

神奈川
栃　木

神奈川
〝

東　京

〝

〝

〝

静　岡

鹿児島
静　岡

東　京

山　梨

瀬　　東　京

神奈川
野　　栃　木

昭和海運㈱神戸支店 
尋650神戸市中央区浪花町27興銀ビル 

雷(078)331-3301(代) 

日本郵船㈱神戸支店 
尋651神戸市中央区浜辺通2-1-30 

三宮国際ビル 

魯(078)232-9710(総務課) 

山下新日本汽船㈱神戸支店 
薗650神戸市中央区栄町通2-4-14日栄ビル 

雷(078)332-2241(ダイヤルイン) 
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ク　　ル

巨､

出身県
長　崎

東　京

神奈川
大　分

東　京

広　島

佐　賀

大　阪

′′

熊　本

福　岡

長　崎

愛　知

兵　庫

大　阪

新　潟

神奈川

科･学年　　身重

漁　業3　　　179

増　殖3　　　170

製　造3　　　170

〝　　2　　　178

増　殖3　　　170

漁　業3　　　173

製　造3　　　177

〝　　2　　　178

増　殖2　　　179

漁　業2　　　180

機　関2　　　170

漁　業3　　　179

製　造3　　　175

機　関2　　　177

製　造3　　　175

機　関3　　　173

製　造3　　　170

漁　業2　　　180

機　関2　　　167

漁　業2　　　175

水産大学校

氏　　　名

主　将

副　将

主　務

艇指揮
艇　長

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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ク　　ル　ー

電気通信大学

氏　　　名

主　将　　川　崎　宏　祐

副　将　　中　原　　　威

主　務　　菅　野　雅　彦

艇指揮　　川　崎　宏　祐

艇　長　　菅　野　雅　彦

1　川　本　虞　行

科･学年　　身長

電波通信3　　　169

通信工学3　　　179
"　　3　　　183

電波通信3　　　169

通信工学3　　　183

電波通信2　　　170

2　　中　原　　　威　　通信工学3　　179

3　　長　束　正　彦　　電子工学1　　170

4　　小　林　昌　明　　通信工学3　　165

5　　早　川　健　一　　機械工学3　　174

6　　前　田　光　浩　　　〝　　3　　　173

7　　若　生　八　男　　電波通信2　　170

8　　稲　葉　秀　樹　　　〝　　2　　163

9　　鈴　木　富士雄　　電子工学2　　　170

10　　南　雲　宏　行　　　〝　　2　　172

ll 沢　俊　久　　　〝　　3　　　180

12　　野　路　幸　弘　　電波通信2　　168

補　　森　井　　　健　　電波情報1　　172

補　　皆　上　丈　治　　　〝　　1　　165

補　　舘　野　智　巳　　　〝　1　　168

補　　永　尾　治　義　　"　1　　173

補　　川　端　康　央　　機械工学1　　165

補　　加　治　輝　久　　電子工学1　　171

也

高

戸

調

高

潤

大

校　　出身県

北　　高　知

塚　　神奈川

南　　東　京

北　　高　知

南　　東　京

南

戸　　　塚　　神奈川

小金井工業　　東　京

永　　　山

小名浜水産　　福　島

片　　　倉　　東　京

市　ヶ　尾　　神奈川

石　　　巻　　宮　城

小　平　西　　東　京

新　潟　西　　新　潟

大宮武蔵野　　埼　玉

荏　　　田　　神奈川

姫　路　東　　兵　庫

野　　　庭　　神奈川

小金井工業　　東　京

東工大付属　　　〝

大手前高松
館

社団法人

日　本　船　主　協

阪神地区船主会
議　長　内　田　　　　勇

神戸市中央区明石町32(明海ビル)

会
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ク　ル　ー　ズ　名　簿

東海大学海洋学部

氏　　　名　　　　科･学年　　身長

主　将　　森　丘　貴　宏　　水産開発4　　　176

副　将

主　務

田　雅　之　　海洋土木4　　　172

川　茂　樹　　　"　　3　　　176

艇指揮　　中　島　博　治　　航海工学4　　165

艇　長　　箱　田　弘　幸　　　"　　4　　　168

1　鹿　島　聖　峰　　　〝　　3　　163

2　　若　林　元　司　　　"　　3　　　163

3　　高　橋　樹　男　　水産増殖3　　167

4　　林　　　秀　明　　海洋土木3　　165

5　　三　浦　和　造　　航海工学3　　172

6　　大　石　善　之　　　"　　3　　　170

7　　浅　田　正　史　　海洋科学3　　　178

8　　松　村　由　美　　航海工学3　　　179

9　　森　川　茂　樹　　海洋土木3　　　176

10　　山　辺　裕　史　　航海工学4　　　172

11　甲　斐　雅　生　　　〝　　4　　166

12　　上　松　　　透　　　"　　4　　　167

補　　高　田　雅　之　　海洋土木4　　172

補　　森　丘　貴　宏　　水産開発4　　　176

出　身　校　　出身県

東海大相模　　神奈川

本庄北高　　埼　玉

新　　　宮　　福　岡

報徳学園　　兵　庫

東海大相模　　神奈川

玉川学園　　　〝

東海大相模　　　〝

安房水産　　千　葉

東海大相模　　神奈川

新潟一高　　新　潟

駿台学園　　千　葉

猪　名　川　　兵　庫

崇　　　徳　　福　岡

新　　　宮　　　"

函　館　西　　北海道

明大付属中野　神奈川
武蔵ケ丘　　東　京

本庄北高　　埼　玉

東海大相模　　神奈川

内　海　水　先　人

会　長　本　　郷　　毒　　茂

会

本　部　尋650神戸市中央区波止場町5番4号　中突堤中央ビル4階

電話神戸(078) 391-7191 (代)

ファックス(078) 39 1-7642

テレックス　5623-011

支　部　尋801北九州市門司区東港町6番7号

電　話(093) 332-7191 (代表)

ファックス(093) 332-7 1 95

テレックス　7153-03
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ク　　ノレ

校　　出身県

国　　福　井

丘　　東　京

東　　愛　知

国　　福　井

武　　　生　　　〝

鹿児島中央　　鹿児島

宇和島東　　愛　媛

船　　　橋　　千　葉

鹿児島
北海道
大　阪

静　岡

愛　知

北海道
東　京

科･学年　　身長

機　関4　　　168

〝　4　　　165

航　海4　　　176

機　関4　　　168

航　海3　　　174

運　送4　　　165

〝　3　　　170

航　海3　　　165

運　送3　　　172

航　海4　　　171

〝　　3　　　173

〝　　3　　　175

〝　4　　　176

機　関3　　　169

航　海4　　　173

機　関4　　　165

航　海3　　　167

〝　　2　　　177

東京商船大学

氏　　　名

主　将

副　将

主　務

艇指揮
艇　長

1

2

3

4

5
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ク　　ル　ー

東京水産大学

氏　　　名　　　　科･学年　　身長

主　将　　尾　谷　有　彦　　漁業生産4　　168

副　将　　長　崎　勝　康　　水産養殖4　　176

主　務　　近　藤　基　裕　　　〝　　4　　　179

艇指揮　　荒　川　浩　司　　漁業生産4　　　201

艇　長　　神　部

1　岩　崎　宏

2　　前　田　昌

3　　尾　谷　有

4　　松　本　祥

5　　中　西　寛

充　　食品生産4　　　149

明　　漁業生産4　　168

和　　海洋環境3　　　165

彦　　漁業生産4　　　169

司　　海洋環境4　　178

文　　漁業生産3　　　173

6　　中別府　宗　弘　　食品生産3　　　178

7　　長　崎　勝　康　　水産養殖4　　176

8　　吉　田　　　彰　　漁業生産4　　174

9　　近　藤　基　裕　　水産養殖4　　　179

10　　鈴　木　隆　雄　　海洋環境4　　175

11　大　村　呂　哉　　漁業生産3　　176

平　木　高　広　　　〝　　4　　　167

浅　利　綱志郎

谷　内　利　昭

小保方　　　早

徳　重　雅　彦

食品生産3　　　175

漁業生産3　　　174

水産養殖2　　　173

海洋環境2　　　176

出身県
大　阪

青　森

愛　知

東　京

′′

′′

神奈川
新　潟

栃　木

愛　知

滋　賀

千　葉

めしお酒 神戸市東灘区深江北町4丁目11-12 東灘マソシヨソlF電話(078)452-9857 暢8ﾈ5(�ｸ6り7�8X�ｸ5x6(4�6X�ｸ7b隗舒ﾒ｢�ﾃrﾔ､｢ﾘ6畏��ﾞ9��Vﾉ?�糲484x�ｸ妛EDTﾂイS��#c唐�

コーヒー230YEN ヤングの集う店 商船大生につき コーヒー210YEN コーヒー&スナック ビンズー TEL452-2984 假�}粳+)j�{��.�*ﾘ+ｨ/�."�zI����6I�"��sｓCS2ﾓ����xﾂ���ｸ�98ﾉ>Xｾigｸ�)>ﾉ*ﾃ�)ｩm｣�MC�ﾘb�
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ク　ル　ー　ズ　名　簿

長崎大学水産学部

氏　　　名

艇指揮
艇　長

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

科･学年　　身長

海洋生産4　　　165
〝　　　4　　　170

〝　　　2　　　　201

食　　糧4　　　180

漁　　業4　　　180

海洋生産4　　　165

漁　　業2　　　152

〝　　　2　　　165

海洋生産4　　　170
〝　　　2　　　　201

食　　糧3　　175

海洋生産4　　　170

食　　糧3　　180

漁　　業2　　　185

〝　　　2　　　185

食　　糧3　　165

〝　　　2　　　175

海洋生産2　　　160

出身県
島　　宮　崎

台　　兵　庫

津　　滋　賀

西　　長　崎

西　　東　京

福　　　島　　宮　崎

宮崎大宮　　　〝

佐世保南
川西縁台
東　大　津

玉　　　名

青雲学園
長　崎　北

荒　　　尾

宇和島水産
佐世保北
長　崎　北

伝　習　館

KATO LINE

魅惑の瀬戸内海航臨

くつろ三秒船旅.tY

lL時刻表　くのりは〉大阪弁天ふ:頭/神戸中突堤/土庄港/高松′巷

下り ��Xﾞ9Jﾒ�神戸発. �7傅�(R�高松着 

夜便 �##｣���23:30 鼎｣C��6:00 

★高松惑8 CK)から8 00まてこ自由(=休q

上り 俘(ﾕｩJﾒ�土庄発 紋bﾒ｢�大阪着 

夜便 �##｣���23:20 鼎｣#��6:00 

★大阪茄5 (旧から8 ccまてこE-j由に休t一.J

■時刻表　くのりは〉東神戸フェリーセンター/高松東′巷フェリーセンター

下り/上り �1便 �)]b�3便 滴墺�5便 妬]b�7便 悼]b�9億 ���墺�

東沖戸発 高校東藩 俘)hﾙ8ﾈ���8ﾉ��ｸﾉ2�日0 鼎ｩ8��5湖] 涛｣���10:20 ��C｣���15:40 ��ｳ謄���20:30 �#3｣編�

5二m 塔｣C��9:50 ��3｣#��14:30 ��Ε#��19:50 �#3｣���0:40 滴幵�

加藤汽船
■旅客定期9.-.のお問い合わせは　　　　　　● /ヤンホフェリーのお問い合わせは

大阪案内所(06) 572-3031神戸フェリーセンター(078)45トー101 1

神戸案内所(078)33l -8532　高校フェリーセンづト(0878) 5トー3355

土庄案内所(0879)62-0220　大阪案内所(06) 572-3031

高校案内所(0878)5l-5211高松案内所(0878)5L-5211
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日

主　将

副　将

主　務

艇指揮
艇　長

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

大　学

･学年　　身長

植4　　　178

産4　　　175

産4　　　170

植4　　　178

産4　　　170

学2　　　172

産3　　　173

工4　　　171

工2　　　174

産3　　　160

工4　　　170

産4　　　175

植3　　　172

〝　　2　　　166

学3　　　168

〝　　3　　　160

産4　　　170

経2　　　167

〝　　2　　　169

農　学3　　166

日

逗
冒;≡ヨ

日

校　　出身県

業　　青　森

山　　東　京

葉　　神奈川

業　　青　森

逗　　　葉　　神奈川

富　　　岡　　群　馬

名古屋西　　愛　知

志　　　村　　東　京

八　戸　北　　青　森

都立府中西　　東　京

不　　　破　　岐　阜

山　　東　京

鞘　　山　口

東　　福　岡

東　　兵　庫

和　　愛　知

大　　神奈川

立　　埼　玉

北　　岩　手

央　　長　野
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ク　　ル

防衛大学校

主　将

副　将

主　務

艇指揮

氏　　　名　　　　科･学年　　身長

山　脇　　　修　　電　　気4　　　181

梅　田　幸　靖　　　〝　　4　　175

本　釜　隆　博　　土　　木3　　180

平　　　啓　治　　機　　械4　　　167

山　脇　　　修　　電　　気4　　　181

艇　長　　森　　　茂　也　　　〝　　4　　　168

1　内　田　雄

2　　平　栗　浩

3　　上　西　慶

4　　内　藤　裕

5　　川　崎　英

6　　石　原　秀

7　　梅　田　幸

8　　本　釜　隆

9　　触井園

10　　大　村

11　南

12　　江

補　　渡

補　　中

補　　西

補　　大

機　　械4　　　165

土　　木4　　　171

明　　電　　気4　　169

之　　機　　械4　　　169

洋　　電　　気4　　　181

治　　応用物理4　　　176

靖　　電　　気4　　　175

ll_-:_　二　二　二

機　　械3　　　176

〝　　　4　　　166

168

173

174

172

167

出身県
津　　高　知

山　　山　口

屋　　鹿児島

田　　　辺　　和歌山

高知小津　　高　知

益　田　南　　岐　阜

宮崎大宮　　宮　崎

都　　　西　　東　京

鹿児島中央　　鹿児島

加古川東　　兵　庫

網走南ケ丘　　北海道

防　　　府　　山

徳　　　山

鹿　　　屋

[コ

阜　　岐　阜

岡　山

成　　千　葉

命
総合物流会社

LJJ九棲i式;会社
代表取締役社長　中　オ寸　公　三

神　戸　支店　長　井　上　正　彦

主要営業種目

う巷湾運送事業･海運業･通関業･倉庫業

貨物自動車運送事業(引避作業含む)

建設業並びに工作物加工業

作業並びに工事の請負

プラント輸出並びに梱包業

航空貨物取扱並びに代理店業

物流合理化コンサルティング業

本社事務所

東京都港区三田1丁目4-28
(三田国際ビル)
電話(03) 454-3911 (大代表)

神戸支店

神戸市中央区海岸通2丁目3- 10
(万利ビル)
電話(078) 321-0391 (代表)
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原子動力3　　　171
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主　将　　安　福

副　将　　西　村　和

主　務　　宇佐美

艇指揮　　安　福

艇　長　　牧　野

1　　山　上

2　　上　野

3　　山　六

4　　宇佐美

5　　竹　中

6　　吉　田

7　　野見山

8　　森　脇

9　　橋　本

10　　山　崎

11　西　村

12　　西　村

補　　山　本

補　　重　留

補　　今　井
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レースの手引

本大会に使用される艇は長さ97n12人漕ぎのかソクーである｡救命艇として使用されるものであるが､一般

のそれは嫡髄同型であるのに対し､舵を切落して外観は普通の舟艇と変わりない｡外板鎧張りの木製で､オー

ル12本(各々長さ約4.3仇､握りの直径7.6 ､重さ10ないし15kgである)マスト､セール等の騰装品を備え

帆走も可能である｡漕手はCrewと呼ばれ､艇尾より艇首に向かって､右側の者が1番､同じく左側の者が

2番､以下交互に3 ･ 4-11･12番と続き､ 1､ 2番をBowmen､ 11､ 12番をStrokemenと称している｡

strokemenは境漕のピッチを加減する任務を持つ｡艇尾で舵を握るのが艇長で指揮号令をかけ指揮するのが

艇指揮である｡艇指揮は礎のすべての指揮を行ない船長に相当するo

レース距離は折返し2,000mの直線コースで行なう｡各艇の艇首が一直線に並んだ時､号砲の信号をもって

スタートし､スタートラインより1,000nの所に設置された各コースごとの回頭旗を､艇をこれに接触させず

に左回り(反時計回り)に回頭して帰ってくる｡即ちスタートラインがそのままゴールラインでゴールは艇首

がゴールラインに達した時とする｡予選は各グループ4または5チームで実施する｡

各グル-プの優勝チームおよび敗者復活戦で1位および2位となった計5チームによって最後に優勝戦が行

なわれる｡レースはいずれも時間的ずれによる海況の変化等の影響のためにタイムレースでなく着順位である｡

どツチ( 1分間に漕ぐ回数)は大体30前後であるが､各チームとも漕法の研究を重ねているので必ずしも一定

ではなく､それぞれ特色のある漕法によるピッチを持っている｡レース所要時間は10分余であるが､しかし救

命艇という性質上､いかなる荒海でもレースは行なわれ､そのような場合には30分にも及ぶことがある｡カッ

ターレースは10分余の問､一瞬といえども息を抜くことを許されず､しかもクルー全員の呼吸が完全に一致し

なければならない.レースの見所は､ピッチをいくらに定めるか､スタートダッシュ､回頭､ラストスパート

の巧拙､風浪､海潮流の対策､利用の巧拙等たゆまぬ練習､シーマンシップを完全に身につけた者が初めて克

服できる実技を兼ねた､最も豪快な海のスポーツである｡

審　判　規　則(昭和56年5月31日改正)
1使用艇､オールおよびコースはレースの都度抽選

により決定する｡

2　スタート

u)各艇は指定の時刻､コース順に従い､スタート

ラインに整列する｡

(2) 5分前をマイクにより通達スタートブイにつく｡

するものとし､他の回頭旗を回頭した場合および回

頭旗に艇またはオールの一部でも接触した場合は失

格である｡

6　ゴール:艇首が規定のゴールラインに入った順序

をもって順位とし順序は審判員が判定する｡

7　同着の場合は追込艇の勝とする｡

ブイにつき用意が完了したら艇長は陸上の審判員　8　ゴールイン時のスタートブイタッチは失格としな

に白旗を直立し合図する｡

(3)スタート用意:号笛短声連続､手旗2原画､号

笛長一声手旗頭上より-回転する.

(4)スタート:頭上の手旗を垂直に振下すと同時に

号砲を打つ｡

3　審判長､審判員がスタートを不完全と認めたとき

は､直ちにレースを中止せしめ､スタートラインに

呼び返す｡

諸信号､審判艇コース横断｡

4　スタートにおける号令前の飛び出しおよび艇の事

い｡

9　各艇は自己のコースを航行し､もしこれを誤って

他の艇に接触その地下正行為があったと審判員の認

めたときには失格とする｡

10　レース中のコースにおける障害､自艇の故障など

は他艇の不正な接触を除く他各艇自らこれを忍ぶべ

きものとする｡しかし審判長の判断によりこの限り

でないときもある｡

11レースに関する異議申立などはすみやかに艇指揮

がこれを行ない､審判長が裁決する｡

故によるスタートの遅速等により正常なスタートが12　オールは予備2本を積み自由に使用してよいo

できないときはスタートをやり直すが､ 2回目に正

常なスタートを行なわなかった艇は､それが1回目

と同一艇であると否とにかかわらずその艇は失格と

する｡

5　回頭は左回頭とする｡回頭は指定の回頭旗を回頭

13　補欠は2名以内自由に交替できる｡

14　オールは流したままゴールインしてよい｡

15　本審判規則における失格とは当該レースのみに関

するものであり､その成績は当該レースの最下位と

みなす｡
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時刻 偃ﾙm｢�コ-ス 俔ｩkﾂ�艇 �(X��タイム 

0900開会式 

0950 冰ﾉ���c�8ﾈ�ｸ5��1 �� �� 

2 �� �� 

3 �� �� 

4 �� �� 

5 �� �� 

1035 冰ﾉ���c(8ﾈ�ｸ5��1 �� �� 

2 �� �� 

3 �� �� 

4 �� �� 

5 �� �� 

1120 冰ﾉ���c88ﾈ�ｸ5��1 �� �� 

2 �� �� 

3 �� �� 

4 �� �� 

抽選.昼食.休憩 

1310 僭8�)Yﾈｨ�8ﾈ�ｸ5��1 �� �� 

2 �� �� 

3 �� �� 

4 �� �� 

5 �� �� 

1355 傀x肩ﾈ�.�8ﾈ�ｸ5��1 �� �� 

2 �� �� 

3 �� �� 

4 �� �� 

5 �� �� 

1440 佇飲�8ﾈ�ｸ5��1 �� �� 

2 �� �� 

3 �� �� 

4 �� �� 

5 �� �� 

1530 兔(檍ｧb�
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7 �3ゅR����盟 �8ﾈｹ��X蝎�R�海保大 ���ｸⅹ�I�R�三重大 冉���R�東京商船大 ��X蝎�R�長崎大 �?ｩgｸﾊ"�鹿児島大 丶8ｵｩ�R�一′ヽ 免ﾂﾓ3����ll-33.3 ��"ﾓ�b綯�1㌢一一13.5 免ﾂﾓC����ll-45 免ﾂﾓCR縒�12-24.3 ��"ﾓ#B�2�12-30.2 ��2ﾓ�2絣�5防衛大10-53.6第 (注)第1回～2回は1海里レ 3回以降は2,000mレ- 12 
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